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京
都
出
張
所
の
開
設
か
ら

三
条
高
倉
へ

　

江
戸
時
代
末
期
に
政
治
の
中
心
と
し
て
栄

え
た
京
都
は
、
幕
末
の
争
い
の
中
で
街
の
中

心
が
ほ
と
ん
ど
焼
失
し
、
さ
ら
に
明
治
二
年

（
一
八
六
九
）
に
天
皇
が
東
京
に
移
る
と
人

口
が
急
減
し
、産
業
も
衰
退
し
始
め
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
京
都
市
民
な
ど
か
ら
産
業
の

振
興
を
呼
び
か
け
る
声
が
上
が
り
、
槇ま

き
む
ら
ま
さ

村
正

直な
お

京
都
府
知
事
（
注
１
）
の
強
力
な
実
行
力
に

よ
り
勧
業
政
策
が
推
進
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
琵
琶
湖

か
ら
の
疎そ

水す
い

工
事
が
完
成
し
、
発
電
、
電
気

（
注
１
）
槇
村
正
直

　

 

第
二
代
京
都
府
知
事
（
明
治
八

年
［
一
八
七
五
］
〜
明
治
十
四

年
［
一
八
八
一
］）。
山
本
覚
馬

ら
有
識
者
を
重
用
し
、
文
明
開

化
政
策
を
す
す
め
、
わ
が
国

初
の
小
学
校
の
ほ
か
、
舎せ
い

密み

局き
ょ
く（
化
学
の
実
験
・
教
育
機

関
）、
女に
ょ

紅こ
う

場ば

（
女
子
に
対
し

て
読
み
書
き
や
裁
縫
を
授
け

た
教
育
機
関
）、
外
国
語
学
校

等
を
設
立
。
勧
業
政
策
は
第
三

代
の
北き
た
が
き
く
に
み
ち

垣
国
道
（
明
治
十
四
年

［
一
八
八
一
］
〜
明
治
二
十
五

年
［
一
八
九
二
］）
に
引
き
継

が
れ
た
。

（
注
２
）
内
国
勧
業
博
覧
会

　

 

平
安
遷
都
千
百
年
紀
念
祭
に
合

わ
せ
て
開
催
さ
れ
た
国
内
で
四

回
目
の
勧
業
博
覧
会
。

鉄
道
、水
道
の
三
大
事
業
が
相
次
い
で
興お

こ
り
、

明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
に
は
東
京
以

外
の
地
で
初
め
て
内
国
勧
業
博
覧
会
（
注
２
）

が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
京
都
の
経
済
と
文
化

の
復
興
再
生
が
大
き
く
動
き
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
に
つ
れ
て
資
金
の
動
き
も
活
発
化
し
、

地
元
か
ら
の
強
い
要
望
も
あ
っ
て
、
日
本
銀

行
は
京
都
出
張
所
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

初
代
の
出
張
所
建
物
と
し
て
、
上か

み

京ぎ
ょ
う

区

（
現
・
中

な
か

京
ぎ
ょ
う

区
）
東

ひ
が
し
の

洞と
う
い
ん院

通
ど
お
り

御お

池い
け

上あ
がル

の

民
家
を
購
入
し
、明
治
二
十
七
年（
一
八
九
四
）

四
月
に
開
設
し
ま
し
た
。（
写
真
１
）

　

出
張
所
と
は
い
え
三
〇
名
程
度
の
人
員
を

擁
し
、
貸
出
業
務
ま
で
お
こ
な
っ
て
い
た
の

で
、
実
質
的
に
は
支
店
と
変
わ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

業
務
の
伸
長
に
伴
い
、
営
業
場
等
を
順
次

増
築
し
た
も
の
の
、
民
家
の
改
造
で
は
営
業

上
の
不
便
が
多

く
な
っ
た
た
め
、

下し
も

京ぎ
ょ
う

区
（
現
・

中
京
区
）
三
条

高
倉
西
入い

ル
に

営
業
所
を
新
築

す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。（
図
１
）

中
村
茂
樹 
日
本
銀
行
文
書
局
技
師

　千
年
の
古
都
で
あ
り
、
明
治
期
以
降
い
ち
早
く
近
代
化
を
進
め
た
京
都
市
に
は
、
第
二
次
世
界
大
戦

の
戦
災
被
害
を
免
れ
た
数
少
な
い
都
市
と
し
て
多
く
の
歴
史
的
建
造
物
が
今
に
残
っ
て
い
ま
す
。
赤
レ

ン
ガ
の
日
本
銀
行
旧
京
都
支
店
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

　第
四
回
は
、
そ
ん
な
旧
京
都
支
店
の
建
物
を
紹
介
し
ま
す
。

日
本
銀
行
旧
京
都
支
店

4

日
本
銀
行
の
支
店
建
物

上・現在の外観
左・新築時の外観

（日本銀行金融研究所アーカイブ所蔵）

写真１　初代京都出張所
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「
辰
野
式
」
の
誕
生

　

二
代
目
の
京
都
出
張
所
の
設
計
は
、
大
阪

支
店
に
引
き
続
き
辰
野
金
吾
（
写
真
２
）
と
長

野
宇
平
治
（
写
真
３
）
に
委
ね
ら
れ
ま
し
た
。

　

辰
野
は
日
本
銀
行
建
築
工
事
監
督
と
し
て

本
店
本
館
（
明
治
二
十
九
年
［
一
八
九
六
］

完
成
）
と
西さ

い
部ぶ

支
店
（
注
３
）
の
建
築
に
専
念

し
た
後
、
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
か

ら
日
本
建
築
学
会
会
長
と
帝
国
大
学
工
科
大

学
長
に
就
任
し
て
以
後
、
日
本
建
築
界
の
発

展
に
精
力
的
に
関
わ
り
、
大
阪
支
店
ほ
か
の

日
本
銀
行
建
物
の
建
築
は
、
建
築
工
事
顧
問

と
し
て
関
わ
る
形
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
に
は
一
六

年
間
務
め
た
工
科
大
学
を
辞
し
て
、
五
〇
歳

の
誕
生
日
を
前
に
、
東
京
（
辰
野
葛
西
事
務

所
・
明
治
三
十
六
年
［
一
九
〇
三
］
開
設
）

と
大
阪
（
辰
野
片
岡
事
務
所
・
明
治
三
十
八

年
［
一
九
〇
五
］
開
設
）
に
自
ら
の
設
計
事

務
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

辰
野
の
設
計
し
た
二
〇
〇
件
を
超
え
る
建

物
の
う
ち
、
東
京
駅
（
写
真
４
）
を
始
め
と
す

る
大
半
の
設
計
が
こ
こ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

建
物
の
デ
ザ
イ
ン
も
こ
れ
ま
で
と
は
一
変

し
て
、
赤
レ
ン
ガ
の
外
壁
に
白
い
花か

崗こ
う

岩が
ん

の

横
帯
を
装
飾
的
に
配
す
る
い
わ
ゆ
る
「
辰
野

式
」（
注
４
）
デ
ザ
イ
ン
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

京
都
出
張
所
は
ま
さ
に
こ
の
「
辰
野
式
」

の
ス
タ
ー
ト
時
の
作
品
で
し
た
。

　

辰
野
と
コ
ン
ビ
と
な
っ
た
長
野
は
、
新
た

な
「
辰
野
式
」
デ
ザ
イ
ン
に
戸
惑
い
を
見
せ

つ
つ
も
、
師
か
ら
学
ん
だ
古
典
様
式
を
加
味

さ
せ
な
が
ら
銀
行
建
物
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

　

明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
九
月
に
着

工
し
た
工
事
は
、
日
露
戦
争
に
伴
う
鋼
材
輸

入
の
途
絶
等
か
ら
工
期
の
遅
延
を
強
い
ら

れ
、
一
八
万
余
円
の
工
費
を
費
や
し
、
明
治

三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
六
月
に
完
成
し
ま

し
た
。

　

後
に
「
辰
野
式
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
と
な

る
赤
レ
ン
ガ
の
優
雅
な
姿
に
市
民
は
目
を
見

張
り
ま
し
た
。

出
張
所
か
ら
支
店
へ

　

新
築
時
の
京
都
出
張
所
は
本
館
、
金
庫
お

よ
び
機
械
室
・
宿
直
室
等
の
付ふ

属ぞ
く

家や

で
構
成

さ
れ
、
本
館
と
金
庫
は
渡
り
廊
下
で
接
続
さ

れ
て
い
ま
す
。（
図
２
）（
写
真
５
・６
）

　

三
さ
ん
じ
ょ
う
ど
お
り

条
通
に
面
し
た
本
館
は
、
レ
ン
ガ
造

写真２　辰野金吾
明治 12 年（1879）工部大学校（現在の
東京大学工学部）造家（建築）学科を第
1 回生として卒業。近代日本建築界の先
覚者。日本銀行建築顧問。日本銀行本店
本館のほか、東京駅など明治大正期の日
本を代表する建築物を数多く手掛けた。

（日本銀行金融研究所アーカイブ所蔵）

（
注
３
）
西
部
支
店

　

 

明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）、

大
阪
に
次
ぐ
全
国
で
二
番
目
の

支
店
と
し
て
赤あ
か

間ま

関
が
せ
き

市
（
現

下
関
市
）
に
開
設
し
、
明
治

三
十
年
（
一
八
九
七
）、
門も

じ司

市
（
現
北
九
州
市
）
に
日
本
銀

行
で
最
初
の
支
店
建
物
と
し
て

新
築
移
転
。
現
北
九
州
支
店
の

前
身
。

（
注
４
）
辰
野
式

　

 

英
国
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン
・
ゴ

シ
ッ
ク
に
影
響
を
受
け
、
辰
野

が
得
意
と
し
た
ゴ
シ
ッ
ク
と
ク

ラ
シ
ッ
ク
の
折
衷
様
式
（
フ

リ
ー
ク
ラ
シ
ッ
ク
）。
明
治
か

ら
大
正
に
か
け
て
多
く
の
建
築

家
が
模
倣
。

写真４　東京駅

写真 3　長野宇平治
明治 26 年（1893）帝国大学工科大学（現
在の東京大学工学部）造家（建築）学科を
卒業。日本銀行技師長。わが国屈指の古典
主義建築家として知られ、日本銀行本支店
を始めとする数多くの銀行建築を手掛け
た。（日本銀行金融研究所アーカイブ所蔵）

図１（歴代京都支店の所在地）
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ま
た
、
営
業
場
の
天
井
に
は
ガ
ラ
ス
窓
が

組
み
込
ま
れ
、
屋
根
に
配
さ
れ
た
ド
ー
マ
窓

（
注
６
）
か
ら
営
業
場
と
客
溜
に
自
然
光
を
取

り
込
ん
で
い
ま
し
た
。(

写
真
８
・９)

　

郵
便
局
や
金
融
機
関
の
建
物
が
立
ち
並
ぶ

三
条
通
の
中
で
、「
赤
レ
ン
ガ
」
の
愛
称
で

親
し
ま
れ
た
京
都
出
張
所
は
、
府
内
の
小
中

学
生
の
修
学
旅
行
の
見
学
コ
ー
ス
に
も
加
え

ら
れ
た
ほ
ど
で
し
た
。

　

実
質
的
に
支
店
業
務
を
行
っ
て
い
た
出
張

所
は
、明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
） 

六
月
、

京
都
支
店
に
改
称
さ
れ
ま
す
。

双
子
の

京
都
支
店
と
名
古
屋
支
店

　

旧
京
都
支
店
は
旧
名
古
屋
支
店
と
双
子
の

建
物
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
類
似
し
て
い
ま
し

た
。（
写
真
10
）

　

名
古
屋
支
店
は
京
都
出
張
所
開
設
の
三
年

後
と
な
る
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
三
月

に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
両
者
の
新
店

舗
の
建
築
が
同
時
期
に
計
画
さ
れ
、
設
計
は

同
じ
く
辰
野
と
長
野
の
コ
ン
ビ
で
、
着
工
が

明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
九
月
、
完
成

が
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
六
月
と
、

京
都
と
名
古
屋
の
新
築
工
事
が
同
時
に
進
行

し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
地じ

鎮ち
ん

祭さ
い

や
完
成
披
露

式
は
あ
え
て
四
日
ず
ら
す
こ
と
に
よ
り
、
関

係
者
の
列
席
に
対
応
し
ま
し
た
。

　

ス
レ
ー
ト
葺
の
屋
根
と
赤
レ
ン
ガ
に
白
い

花
崗
岩
の
横
帯
を
配
し
た
「
辰
野
式
」
の
外

観
も
ほ
ぼ
同
一
で
、
塔
屋
等
の
屋
根
周
り
に

多
少
の
差
異
が
あ
る
だ
け
で
し
た
。

　

名
古
屋
市
中
心
部
の
栄さ

か
えに

建
ち
、
京
都
と

同
様
に
「
赤
レ
ン
ガ
」
と
し
て
地
元
市
民
か

ら
親
し
ま
れ
た
旧
名
古
屋
支
店
は
昭
和
二
十

年
（
一
九
四
五
）
三
月
の
空
襲
に
よ
り
焼
失

し
ま
し
た
。
双
子
の
建
物
が
共
に
現
存
し
て

い
れ
ば
と
惜
し
ま
れ
ま
す
。

図２（新築時の京都出張所の平面図）

写真６　新築時の裏側（北側）外観

写真８　新築時の営業場風景 写真７　新築時の客溜風景

り
二
階
建
て
と
し
て

お
り
、
東
西
両
脇
の

塔と
う

屋や

等
を
左
右
対
称

に
配
置
し
て
い
ま
す
。

赤
レ
ン
ガ
の
外
壁
に

北き
た

木ぎ

島し
ま

産
の
白
い
花

崗
岩
の
横
帯
を
装
飾

的
に
配
し
た
「
辰
野

式
」
の
外
観
が
特
徴

で
す
。

　

ス
レ
ー
ト
葺ぶ

き

の
屋

根
は
、
松
材
に
よ
る

木
造
小
屋
組
み
で
支

え
ら
れ
、
中
央
の
吹

き
抜
け
部
分
に
は
、

客き
ゃ
く

溜だ
ま
りと

の
境
の
二

本
の
独
立
柱
と
上
部

の
桁け

た
（
注
５
）に
鉄
骨
材

を
用
い
て
、
柱
の
な

い
広
い
営
業
場
を
設

け
て
い
ま
す
。（
写
真
７
）

写真５　新築時の金庫風景
（日本銀行金融研究所アーカイブ所蔵）

写真９　屋根に設けられたドーマ窓

（日本銀行金融研究所アーカイブ所蔵） （日本銀行金融研究所アーカイブ所蔵）

（日本銀行金融研究所アーカイブ所蔵）

（
注
５
）
桁

　

 

屋
根
な
ど
の
上
部
荷か

重じ
ゅ
うを

支

え
る
た
め
、
柱
の
上
に
横
に
渡

し
た
構
造
部
材
。
Ｉ
形
の
断
面

形
状
に
成
型
し
た
形
鋼
が
用
い

ら
れ
て
い
る
。

（
注
６
）
ド
ー
マ
窓

　

 

屋
根
裏
（
室
内
）
を
採
光
す
る

た
め
に
屋
根
面
か
ら
突
出
し
て

取
り
付
け
ら
れ
た
屋
根
窓
。
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文
化
施
設
と
し
て
の

保
存
・
活
用

　

一
方
、
京
都
支
店
は
戦
後
の
業
務
の
拡
大

に
あ
わ
せ
、
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）

に
金
庫
と
付
属
家
、
昭
和
二
十
五
年

（
一
九
五
〇
）
に
監
査
室
を
増
築
し
て
対
応

し
た
も
の
の
、
建
物
設
備
の
老
朽
化
が
著
し

く
、
さ
ら
に
支
店
の
周
辺
の
道
路
が
狭
く
取

引
先
の
自
動
車
お
よ
び
現
金
輸
送
用
貨
物

車
の
出
入
り
に
困
難
を
き
た
し
業
務
面
に

支
障
が
出
て
き
た
た
め
、
昭
和
三
十
八
年

（
一
九
六
三
）
七
月
、
適
地
を
求
め
て
新
築

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
築
用
地
と
し
て
、
市
の
中
心
地
と
な

る
河か

原わ
ら

町ま
ち

通ど
お
り

二
条
に
所
在
す
る
旧

き
ゅ
う

織お
り

殿ど
の

（
注
７
）
跡
地
を
購
入
し
、
昭
和
三
十
九
年

（
一
九
六
四
）
三
月
に
工
事
に
着
手
、
昭
和

四
十
年
（
一
九
六
五
）
九
月
に
は
新
営
業
所

が
完
成
し
、
同
十
月
に
移
転
し
ま
し
た
。(

写

真
11)

　

旧
営
業
所
の
土
地
建
物
は
銀
行
と
し
て
の

役
割
を
終
え
、昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）

四
月
、財
団
法
人
古
代
学
協
会
に
売
却
さ
れ
、

翌
年
の
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
五
月

に
平
安
博
物
館
（
注
８
）
と
し
て
開
館
し
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）

三
月
に
は
、
明
治
期
の
典
型
的
な
洋
風
建
築

と
し
て
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）

四
月
に
至
り
、
古
代
学
協
会
か
ら
京
都
府
に

寄
贈
さ
れ
、
京
都
の
歴
史
と
文
化
を
紹
介
す

る
施
設
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
京
都
府
教
育
委
員
会
に
よ
り
創
建
当

初
の
姿
に
修
理
・
復
元
さ
れ
、
昭
和
六
十
三

年
（
一
九
八
八
）
十
月
か
ら
京
都
府
京
都
文

化
博
物
館
（
注
９
）
別
館
と
し
て
公
開
さ
れ
ま

し
た
。

　

現
在
は
、
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
五

月
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
経
て
、
本
館
の

旧
営
業
場
を
博
物
館
別
館
ホ
ー
ル
と
し
て
演

奏
会
や
講
演
会
に
利
用
し
、
金
庫
も
喫
茶
室

と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。（
写
真
12
・
13
）

　

建
物
の
前
を
東
西
に
延
び
る
三
条
通
は
、

江
戸
時
代
に
は
東
海
道
の
西
の
起
点
と
し
て

交
通
・
物
流
の
要
所
で
あ
り
旅は

た
ご籠

や
両
替
商

な
ど
が
立
地
し
、
明
治
期
に
は
都
市
的
機
能

が
強
化
さ
れ
、
郵
便
局
、
銀
行
、
保
険
会
社

な
ど
が
立
ち
並
ぶ
近
代
京
都
の
中
心
地
で
し

た
が
、
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
に
近

接
す
る
四

し
じ
ょ
う条

通ど
お
りと

烏
 
か
ら
す
ま丸

通ど
お
りが

拡
張
さ
れ
る

と
そ
の
に
ぎ
わ
い
は
他
に
移
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
が
か
え
っ
て
多
く
の
歴
史
的
建
造
物

を
残
す
こ
と
と
な
り
、
現
在
、
三
条
通
の
新し

ん

町ま
ち

通ど
お
りか

ら
寺
町
通
の
一
帯
は
京
都
市
の
「
界

わ
い
景
観
整
備
地
区
」（
注
10
）
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

旧
京
都
支
店
建
物
が
、
三
条
通
の
景
観
の

一
部
と
し
て
、
建
造
物
の
文
化
財
的
価
値
を

維
持
し
つ
つ
、
保
存
・
活
用
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

（
注
７
）
織
殿

　

 

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
開

設
さ
れ
た
官
営
の
織
物
技
術
の

研
究
・
教
育
機
関
。
染そ
め

殿ど
の

（
染

色
技
術
の
研
究
・
教
育
機
関
）・ 

舎
密
局
と
と
も
に
明
治
時
代
に

お
け
る
京
都
勧
業
施
策
の
原
動

力
と
な
っ
た
。

（
注
８
）
平
安
博
物
館

　

 

古
代
学
協
会
が
運
営
し
て
い
た

平
安
時
代
を
中
心
と
し
た
古
代

史
の
研
究
博
物
館
。
京
都
府
京

都
文
化
博
物
館
の
開
設
に
協
力

し
同
博
物
館
に
移
管
さ
れ
た
。

（
注
９
）
京
都
府
京
都
文
化
博
物
館

　

 

京
都
の
歴
史
と
文
化
の
紹
介
を

目
的
と
し
平
安
建
都
一
二
〇
〇

年
記
念
事
業
と
し
て
創
立
さ
れ

た
。

（
注
10
）
界
わ
い
景
観
整
備
地
区

　

 

京
都
市
市
街
地
景
観
整
備
条
例

に
基
づ
く
、
個
性
的
な
地
域
景

観
を
守
る
目
的
の
地
区
制
度
。

三
条
通
は
明
治
の
文
明
開
化
の

面
影
を
今
に
伝
え
る
界
わ
い
と

し
て
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）

に
指
定
。

写真 13　京都文化博物館内の旧金庫

写真 12　京都文化博物館別館１Ｆホール

写真 10 　明治期の名古屋支店
（日本銀行金融研究所アーカイブ所蔵）

写真 11　現在の京都支店


